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令和4年度第12回杵築市農業委員会総会議事録 

令和5年3月8日 水曜日 午前9時30分 農地保全センター（農業委員会） 2階会議室に招集した。 

1.総会に出席した農業委員は次のとおりである。 

1番 宇留嶋 雄 蔵 2番 岩 﨑 光 宏 3番 藤 原 洋 三 

4番 伊 東 孝 吉 5番 阿 部 公 人 6番 江 藤 由之助 

7番 石 川 文 男 8番 永 野   恵 9番 本 林   正 

10番 佐 藤 敦 士 11番 小 春   修 12番 藤 松 美 潮 

13番 宮 原 健 司 14番 木 村 房 雄   

      

1.総会に欠席した委員は次のとおりである。 

なし 

1.総会に参加した農地利用最適化推進委員は次のとおりである。 

杵築 加 藤  義 大内 藤 原 哲 夫 八坂 平 野 素 一 

北杵築 渡 邊 幸 雄 護江 村 井 新 平 豊洋 長 友 富 男 

東山香 松 田   司 中 小 野 弘 文 上 阿 部 正 俊 

朝田 田  正 義     

      

1.総会に出席した事務局員は次のとおりである。 

事務局長 佐 藤 敬 一 農地・管理係長 阿 部 清 伸 

農地・管理係主査 河 野 伸 也 農地・管理係主任 田 邉 憲 佑 

1.総会に提出された議事案件は次のとおりである。 

議案第 62 号 農地所有適格法人に係る要件適格届出について 

議案第 63 号 農地法第3条の申請について 

議案第 64 号 農地法第4条の申請について 

議案第 65 号 農地法第5条の申請について 

議案第 66 号 非農地証明願いについて 

議案第 67 号 農地法施行規則第17条第2項を適用する区域の指定について 

議案第 68 号 農業委員会の法令遵守の申し合わせ決議（案）について 
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議案第 69 号 農用地利用集積計画(案)の決定について 

議案第 70 号 農用地利用配分計画(案)に対する意見について 

議案第 71 号 令和5年度最適化活動の目標について 

報告第  8 号 農地法第18条第6項の規定による賃借権並びに 

 使用貸借権の解約受理について（合意解約） 

議長  それでは、令和4年度第12回杵築市農業委員会総会を開会いたします。 

   （  9時36分： 開始  ） 

議長 本日の議事録署名委員を農業委員会会議規則第13条第2項の規定により、12番 藤松美潮委員

と13番 宮原健司委員の両委員を指名いたします。 

続きまして、会議書記の指名でありますが、書記については事務局職員より阿部係長並びに河

野主査を指名いたします。 

議長 本日の議事案件は、議案第62号から議案第71号までの10議案41件、報告事項が提出されていま

す。慎重審議をお願いします。 

議長 まず、はじめに「議案第62号」「農地所有適格法人に係る要件適格届出について」を議題とい

たします。農業委員会に関する法律第31条「議事参与の制限」に抵触しますので、江藤由之助委

員には退出していただきたいと思います。 

 ＜ 江藤由之助委員 退出 ＞ 

議長 それでは事務局の説明を求めます。 

事務局 みなさんおはようございます。農業委員会事務局阿部です。本日もよろしくお願いします。 

それでは議案書1ページをごらんください。 

「議案第62号」「農地所有適格法人に係る要件適格届出について」農地法第2条第3項の規定に

よる農地所有適格法人の要件について、下記の者より農地所有適格法人に係る要件適格届出書の

提出があったので、これを承認することについて意見を求める。 

番号1番、申請人、杵築野田区、農事組合法人野田環境保全協会代表理事 東伸一。事業内容に

ついてはご一読ください。主には農業に関する事業であります。続きまして構成員は、東伸一、74

歳、ほか9名です。業務執行役員については、右の方に書いていますが、その中に江藤由之助委員

がいらっしゃるので、今回退室していただきました。取得農地面積は、耕作予定農地面積は後の

利用権設定に出てきますが、32,856㎡主にはユズ栽培をしていると聞いています。 

次のページが構成員の名簿という形で掲載させていただきました。 

補足説明です。場所は杵築のナフコ前に今基盤整備しているところで、そちらを拠点に今後営

農すると聞いています。まずは、ユズ栽培をしていきたいということです。よろしくお願いしま

す。 

以上です。 

議長 只今、「議案第62号」「農地所有適格法人に係る要件適格届出について」事務局より説明がご

ざいましたが、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 

各委員 意見なしの声あり。 
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議長 お諮りいたします。「議案第62号」「農地所有要件適格法人に係る適格届出について」は、農

地法第2条第3項の規定により、農地所有適格法人としてこれを承認することにご異議ございませ

んか。 

各委員 異議なしの声あり。 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第62号」「農地所有適格法人に係る要件適格届出につ

いて」はこれを承認することに決します。それでは、「議事参与の制限」が解かれた江藤由之助委

員に、事務局より議事への参加を要請して下さい。 

 ＜ 江藤由之助委員 入室 ＞ 

議長 次に、「議案第63号」「農地法第3条の申請について」を議題といたします。ア、所有権の移転

の1番について、事務局の説明を求めます。 

事務局 事務局の河野です。よろしくお願いします。 

議案書の3ページをごらんください。 

「議案第63号」「農地法第3条の申請について」農地法第3条第1項及び同施行令第1条により、

下記のとおり許可申請があったのでこれを許可することについて意見を求めます。 

番号1番、申請人、譲渡人、福岡県、溝部佑治、80歳、譲受人、国東市、坂本和之、71歳。申請

の土地、大字南杵築字六郎丸、地番2276番1、地目、台帳、現況ともに畑、地積230㎡、ほか1筆、

合計2筆の493㎡です。譲受人の経営面積は、田73.1a、畑11.0a、合計84.1aです。理由は、県外在

住のため、相手方の要望です。 

以上です。 

議長 1番について、加藤隆義農地委員より説明願います。 

加藤委員 おはようございます。推進委員の加藤です。2月20日現地確認を私と藤松農業委員と事務局職員

2名計4名で行いました。場所を説明しますと杵築高校正門を100mほど行った右手にある住宅地の

後ろになります。溝部さんは県外に住んでおり、譲受人の坂本さんは武蔵で農業を営んでいると

いうことです。お二人は親戚にあたります。坂本さんが農機具を持ってきて、畑をすると伺って

います。ご審議のほどよろしくお願いします。 

議長 1番について、藤松美潮農業委員よりご意見があればお願いします。 

藤松委員 おはようございます。農業委員の藤松です。今、加藤さんが言った通りです。慎重審議よろしく

お願いいたします。 

議長 続いて、許可基準について事務局より説明願います。 

事務局 許可基準になります。 

県外に在住で、農地の管理が困難な譲渡人と、知人、親戚である譲受人との間で、売買の話がま

とまったため、今回申請となりました。譲渡人の所有農地は、これ以外にありません。また耕作作

物については、ネギやバレイショ等を栽培するとのことです。 

続いて、許可条件についてですが、A4の許可基準一覧をごらんください。特に不許可の要件に

ひっかかる点はありません。 

以上のことから、坂本和之さんの農地法第3条第2項に規定される農地取得について、不許可の

要件にいずれにも該当しないため問題ないものと考えています。また、墓地についても確認しま

した。 
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以上です。 

議長 次に、2番について事務局の説明を求めます。 

事務局 番号2番、申請人、譲渡人、別府市、伊東小夜子、65歳、譲受人、杵築宮司区、矢野守光、72歳。  

申請の土地、大字宮司字治郎丸、地番863番、地目、台帳、現況ともに田、地積300㎡、合計1筆の

300㎡です。譲受人の経営面積は、田16.2a、畑37.8a、合計54.0a。理由は、市外在住のため、相

手方の要望です。 

以上です。 

議長 2番について、加藤隆義農地委員より説明願います。 

加藤委員 これも2月の20日、藤松農業委員と事務局職員2名と私を含めて計4名で現地確認へ行ってまい

りました。場所の説明をしますと、祇園の交差点より右折しまして溝井方面へ700mくらい行った

右手住宅の真裏になるわけですが、ここは道がつながっておりません。守光さんの土地を通れば

耕作できるような状態の場所です。ご審議のほどよろしくお願いします。 

議長 2番について、藤松美潮農業委員よりご意見があればお願いします。 

藤松委員 加藤委員が言われた通りです。よろしくお願いいたします。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

事務局 許可基準になります。 

市外に在住で、農地の管理が困難な譲渡人と、申請地を既に耕作している譲受人との間で、売

買の話がまとまったため、今回申請となりました。譲渡人の所有農地は、これ以外に65aあります

が、順次整理していくとのことです。耕作作物については水稲をするとお聞きしております。 

許可条件についてですが、A4の許可基準一覧をごらんください。特に不許可の要件にひっかか

る点はありません。 

以上のことから、矢野守光さんの農地法第3条第2項に規定される農地取得について、不許可の

要件にいずれにも該当しないため問題ないものと考えています。また、墓地についても確認しま

した。 

以上です。 

議長 次に、3番と4番については関連がありますので、続けて事務局の説明を求めます。 

事務局 番号3番と番号4番は譲受人が、同一のため、一括して説明します。 

番号3番、申請人、譲渡人、杵築永代橋区、荷宮ツヤ子、81歳、譲受人、杵築永代橋区、坂本一

馬、68歳。申請の土地、大字大内字立岩、地番4618番2、地目、台帳、現況ともに田、地積446㎡、

合計1筆の446㎡です。譲受人の経営面積は、田97.4a、畑15.8a、合計113.2aです。理由は、高齢

のため、相手方の要望です。  

続いて、番号4番、申請人、譲渡人、杵築東大内山区、阿部壽子、72歳、譲受人は、先ほどと同

様です。申請の土地、大字大内字塩浜、地番7639番1、地目、台帳、現況ともに田、地積1,543㎡、

ほか1筆、合計2筆の1,840㎡です。譲受人の経営面積及び理由は、先ほどと同様です。 

 以上です。 

議長 3番と4番について、藤原哲夫農地委員より説明願います。 
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藤原（哲）

委員 

 おはようございます。事務局職員2名の方と私自身と農業委員の計4名で確認に行きました。坂

本さんは68歳と若いので、私も期待しています。申請地は大内小学校の前の道を出まして、永代

橋方面に行ってすぐのところです。ご審議の方よろしくお願いします。 

議長 3番と4番について、藤原洋三農業委員よりご意見があればお願いします。 

藤原（洋）

委員 

おはようございます。今、藤原さんから説明した通りでございます。3か月4か月前から坂本さ

んが周辺を徐々に耕作するということで借入しているので、何ら問題ないと思います。ご審議の

ほどよろしくお願いします。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

事務局 許可基準になります。 

番号3番は、高齢のため農地の管理が困難な譲渡人と、申請地周辺を耕作している譲受人との間

で、売買の話がまとまったため、今回申請となりました。番号4番についても、同様の理由です。 

耕作作物は水稲を予定しております。譲受人は今後も周辺農地の購入を検討しているとのこと

で聞いておりますので、今後もまた申請があると思われます。 

また、許可条件についてですが、A4の許可基準一覧をごらんください。特に不許可の要件にひ

っかかる点はありません。 

以上のことから、坂本一馬さんの農地法第3条第2項に規定される農地取得について、不許可の

要件にいずれにも該当しないため問題ないものと考えています。また、墓地についても確認しま

した。 

以上です。 

議長 次に、5番について事務局の説明を求めます。 

事務局 番号5番、申請人、譲渡人、埼玉県、菅征二郎、84歳、譲受人、日出町、佐藤繁浩、77歳。申請

の土地、大字相原字丸田、地番97番1、地目、台帳、現況ともに田、地積1,660㎡、ほか3筆、合計

4筆の3,570㎡です。譲受人の経営面積は、田68.2aです。理由は、県外在住のため、相手方の要望

となります。 

以上です。 

議長 5番について、平野素一農地委員より説明願います。 

平野委員 おはようございます。2月3日に事務局職員2人と宮原農業委員と私の4人で現地確認に行きまし

た。申請地97番の1は、線路と国道213号線の間にあります。ほかの筆は、恵城保育園から左に曲

がって300mくらい行った長岡鹿倉線、鉄橋の下をくぐって、2・300m行ったところにあります。

ご審議よろしくお願いします。 

議長 5番について、宮原健司農業委員よりご意見があればお願いします。 

宮原委員 おはようございます。12番の方は出原橋と日豊本線の鉄橋の下をくぐって、2・300m。この上

は八坂川が通っています。特に問題ないと思います。よろしくお願いします。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

事務局 許可基準になります。 

県外に在住で、農地の管理が困難な譲渡人と、申請地周辺に居住している譲受人との間で、売

買の話がまとまったため、今回申請となりました。譲渡人の所有農地は、これ以外になくなりま

す。耕作予定作物は、水稲及び野菜とのことです。 
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また、許可条件についてですが、A4の許可基準一覧をごらんください。特に不許可の要件にひ

っかかる点はありません。 

以上のことから、佐藤繁浩さんの農地法第3条第2項に規定される農地取得について、不許可の

要件にいずれにも該当しないため問題ないものと考えています。また、墓地についても確認しま

した。 

以上です。 

議長 次に、6番について事務局の説明を求めます。 

事務局 番号6番、申請人、譲渡人、杵築鴨川区、平岡四季枝、78歳、譲受人、杵築東溝井区、大倉悠輝、

46歳。申請の土地、大字鴨川字迫、地番2114番11、地目、台帳、現況ともに畑、地積4,627㎡、合

計1筆の4,627㎡です。譲受人の経営面積は、田134.4a、畑557.0a、合計691.4aです。理由は、高

齢のため、相手方の要望です。 

 以上です。 

議長 6番について、渡邊幸雄農地委員より説明願います。 

渡邊委員 おはようございます。2月17日、私と事務局職員2名と小春委員の4人で現地確認を行いました。

地図13ページと14ページをご覧ください。現地は杵築インターの前を通って、初音の里の前を右

の奥に入ったところです。平岡さんは高齢のため、大倉さんは以前から飼料用トウモロコシを植

えています。それをそのまま購入したいということです。ご審議よろしくお願いします。 

以上です。 

議長 6番について、小春修農業委員よりご意見があればお願いします。 

小春委員 おはようございます。申請者は、東溝井にあります大石牧場の婿養子で、以前からここで飼料

を作っています。今回、平岡さんが、大倉さんに売りたいという話ですので、ご審議お願いしたい

と思います。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

事務局 許可基準になります。 

高齢で、農地の管理が困難な譲渡人と、申請地を既に耕作している譲受人との間で、売買の話

がまとまったため、今回申請となりました。譲渡人の所有農地は、これ以外に15aありますが、順

次整理していくとのことです。 

また、譲受人は畜産農家で、申請地は飼料用としてトウモロコシが栽培されています。 

許可条件についてですが、A4の許可基準一覧をごらんください。特に不許可の要件にひっかか

る点はありません。 

以上のことから、大倉悠輝さんの農地法第3条第2項に規定される農地取得について、不許可の

要件にいずれにも該当しないため問題ないものと考えています。また、墓地についても確認しま

した。 

以上です。 

議長 次に、7番について事務局の説明を求めます。 

事務局 番号7番、申請人、譲渡人、杵築中津屋区、池田真理子、55歳、譲受人、杵築馬場尾区、手嶋浩

信、57歳。申請の土地、大字船部字中津屋、地番2150番1、地目、台帳、現況ともに田、地積2,054
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㎡、ほか2筆、合計3筆の4,970㎡です。譲受人の経営面積は、田57.9a、畑254.9a、合計312.8aで

す。理由は、管理が困難、相手方の要望です。 

以上です。 

議長 7番について、渡邊幸雄農地委員より説明願います。 

渡邊委員 15ページと16ページをご覧ください。デイサービスとどろきの里をずっと上の方へ行くと、ヒ

ロ建設があります。ここを少し左の方に下ったところにあるのが申請地です。所有者は池田真理

子さんですが、管理できないということで、以前から耕作していた手嶋さんにそのまま売買する

ということです。購入後も手嶋さんが作っていきたいということです。ご審議をお願いします。 

議長 7番について、小春修農業委員よりご意見があればお願いします。 

小春委員  先ほど渡邊農地委員がお話をしましたように、譲渡人の方が高齢で、作業困難ということです。

手嶋さんは57歳でございますので、今後頑張ってもらうということで、ご審議お願いします。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

事務局 許可基準になります。 

農地の管理が困難な譲渡人と、申請地周辺を耕作している譲受人との間で、売買の話がまとま

ったため、今回申請となりました。譲渡人の所有農地は、これ以外に98aありますが、順次整理し

ていくとのことです。耕作作物は、水稲を予定しております。 

許可条件についてですが、A4の許可基準一覧をごらんください。特に不許可の要件にひっかか

る点はありません。 

以上のことから、手嶋浩信さんの農地法第3条第2項に規定される農地取得について、不許可の

要件にいずれにも該当しないため問題ないものと考えています。また、墓地についても確認しま

した。 

以上です。 

議長 次に、8番について事務局の説明を求めます。 

事務局 番号8番、申請人、譲渡人、大分市、梅木敬夫、73歳、譲受人、山香大和区、工藤美恵、64歳。 

申請の土地、大字広瀬字轟、地番4019番、地目、台帳、現況ともに田、地積598㎡、ほか4筆、合

計5筆の5,424㎡です。譲受人の経営面積は、田249.6a、畑9.3a、合計258.9aです。理由は、市外在

住のため、相手方の要望です。  

以上です。 

議長 8番について、松田司農地委員より説明願います。 

松田委員 推進委員の松田です。2月22日に本林農業委員と事務局職員2名と私4名で現地の確認を行いま

した。申請地につきましては、東山香の郵便局を左折いたしまして、その後数100m行き、踏切を

渡ります。踏切を渡しまして、ホカイゼの橋を渡り、まっすぐ行きますと、鹿鳴越方面に行く道で

はない方の、日豊本線上りのガードを上ります。そこから約1km行ったところが1番の申請地です。

2番3番の申請地は1番の申請地か数百メートル離れているところにあります。申請地は草刈管理さ

れています。ご審議のほどよろしくお願いします。 

議長 8番について、本林正農業委員よりご意見があればお願いします。 

本林委員 本林です。只今、松田委員の説明の通りです。審議のほどよろしくお願いします。 
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議長 許可基準について事務局より説明願います。 

事務局 許可基準になります。 

市外在住で、農地の管理が困難な譲渡人と、申請地を管理している譲受人との間で、贈与の話

がまとまったため、今回申請となりました。 

申請地は、元々、譲受人の夫が、所有する農地でしたが、亡くなられたため、一旦兄である譲渡

人が、相続により取得した土地となります。譲渡人は、市外に在住しているため、管理が困難なこ

とから、現在管理している譲受人に、贈与するとのことです。耕作作物は、水稲及び果樹とのこと

です。 

許可条件についてですが、A4の許可基準一覧をごらんください。特に不許可の要件にひっかか

る点はありません。 

以上のことから、工藤美恵さんの農地法第3条第2項に規定される農地取得について、不許可の

要件にいずれにも該当しないため問題ないものと考えています。また、墓地についても確認しま

した。 

以上です。 

議長 次に、9番について事務局の説明を求めます。 

事務局 番号9番、申請人、譲渡人、山香下日指区、吉岩正一、71歳、譲受人、山香下日指区、吉岩涼子、

41歳。申請の土地、大字日指字梅田、地番1487番1、地目、台帳、現況ともに畑、地積260㎡、ほ

か6筆、合計7筆の10,698.94㎡です。譲受人の経営面積は、田106.3a、畑0.9a、合計107.2aです。 

理由は、子への贈与、親から受贈です。  

以上です。 

議長 9番について、阿部正俊農地委員より説明願います。 

阿部（正）

委員 

2月の20日、事務局職員2名、私、石川委員と申請人の吉岩さん計5人で現地確認を致しました。

申請地は杵築市山香庁舎から県道42号線を速見インター方面へ5kmほど行った、長倉地区のほぼ、

県道沿いに位置しています。周りは補助整備されており、今現在も田として耕作しております。

今回は親から子どもさんの方に贈与したいという旨のお話をききました。ご審議のほどよろしく

お願いします。 

議長 9番について、石川文男農業委員よりご意見があればお願いします。 

石川委員 贈与ということです。内容については阿部委員が話した通りです。よろしくお願いします。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

事務局 許可基準になります。 

譲渡人と譲受人は、親子の関係です。今回親子間で、贈与の話がまとまったため、申請となりま

した。今後も、親子で農業をしていくとのことです。 

許可条件についてですが、A4の許可基準一覧をごらんください。特に不許可の要件にひっかか

る点はありません。 

以上のことから、吉岩涼子さんの農地法第3条第2項に規定される農地取得について、不許可の

要件にいずれにも該当しないため問題ないものと考えています。また、墓地についても確認しま

した。 

以上です。 
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議長 次に、10番について事務局の説明を求めます。 

事務局 番号10番、申請人、譲渡人、別府市、小野治子、76歳、譲受人、大田石丸区、堀農園株式会社。

申請の土地、大字波多方字前田、地番5278番1、地目、台帳、現況ともに田、地積1,784㎡、ほか

1筆、合計2筆の1,844㎡です。譲受人の経営面積は、田150.8a、畑5.1a、合計155.9aです。理由は、

市外在住のため、経営規模拡大です。  

以上です。 

議長 10番について、田邉正義農地委員より説明願います。 

田邉委員 おはようございます。2月16日に宇留嶋農業委員と事務局職員田邉さんと私の3人で現地の確認

へ行ってきました。お手元の総会資料25・26ページをお開きください。申請地は杵築インターか

ら波多方トンネルを越えて大田庁舎の手前約1kmの横岳自然公園の付近です。申請者の堀農園さ

んは主に七草とホウズキの栽培をしており、以前から隣接の農地を耕作しているため、問題はな

いと思います。よろしくご審議お願いします。 

議長 10番について、宇留嶋雄蔵農業委員よりご意見があればお願いします。 

宇留嶋委

員 

今、田邉正義推進委員が言った通りです。小野さんは今まで旦那さんがずっと耕作していまし

た。以前から堀農園と話がありまして、今回いい話ができたようです。審議の方よろしくお願い

します。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

事務局 許可基準になります。 

市外在住で、農地の管理が困難な譲渡人と、申請地の隣接地を耕作している譲受人との間で、

売買の話がまとまったため、今回申請となりました。法人での取得となりますが、譲受人は、農地

所有適格法人で、特に問題はありません。また、耕作作物は、七草やホウヅキと聞いております。 

許可条件についてですが、A4の許可基準一覧をごらんください。特に不許可の要件にひっかか

る点はありません。 

以上のことから、堀農園株式会社の農地法第3条第2項に規定される農地取得について、不許可

の要件にいずれにも該当しないため問題ないものと考えています。また、墓地についても確認し

ました。 

以上です。 

議長 只今、「議案第63号」「農地法第3条の申請について」事務局の説明及び地区担当委員より説明

がございましたが、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 

各委員 意見なしの声あり。 

議長 お諮りいたします。「議案第63号」「農地法第3条の申請について」は、農地法第3条第1項によ

り、許可することにご異議ございませんか。 

各委員 異議なしの声あり。 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第63号」「農地法第3条の申請について」は、これを許

可することに決します。 

議長 次に、「議案第64号」「農地法第4条の申請について」を議題といたします。1番について事務

局の説明を求めます。 
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事務局 事務局の田邉です。よろしくお願いします。 

議案書6ページをお開きください。 

「議案第64号」「農地法第4条の申請について」農地法第4条第1項により、下記のとおり許可申

請があったので、県知事に進達するため意見を求める。 

番号1番、申請者、土地所有者、杵築守江区、細田徹、62歳、公務員。申請の土地、大字守江字

池ノ頭、地番2227番1、地目、畑、地積512㎡、ほか1筆、合計2筆の572㎡。申請内容、一般住宅・

倉庫・進入路用地として、申請理由、自宅の老朽化に伴い、自宅横の申請地に住宅を建築し居住し

たい。こちらは第2種農地で一部追認案件です。 

以上です。 

議長 1番について、村井新平農地委員より説明願います。 

村井委員 2月17日午後から事務局職員と岩﨑委員と私、申請者の計7人で場所を見てまいりました。場所

は守江小学校の横から1.5ｋm行ったところです。細田さんは公務員で農業はやってなくて、状況

がよくわかっていなかったのかと思います。 

議長 1番について、岩﨑光宏農業委員よりご意見があればお願いします。 

岩﨑委員 おはようございます。村井委員が申した通りでございます。審議の方よろしくお願いします。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

事務局 土地所有者細田徹さんの職業は公務員で、現在は申請地横の自宅に居住しています。転用の目

的は、自宅の老朽化に伴い、自宅横の申請地に住宅を建築し居住することです。 

なお、本件は一部追認案件です。追認案件となった理由につきましては、2227番1については、

現在居住している守江2227番地5の敷地内との認識のもと、令和4年8月に造成工事を行いました

が、造成後の設計士との打ち合わせの際に農地であることが判明したため。また、2227番11につ

いては、平成29年12月に農道拡幅工事の際に工事の一環として進入路と倉庫を設置してしまった

ため、今回の申請となりました。このことにつきましては、転用者からの始末書が提出されてい

ます。 

まず、立地基準です。 

申請地は、農業に対する公共投資の対象となっていない生産性の低い農地であることから第2種

農地と判断されます。第2種農地は農地以外の土地や第3種農地が近くにないか、申請地でないと

目的を達成できない場合のみ許可出来ます。 

そのため、代替地の検討も行いましたが、自宅の隣地であること、十分な面積が確保できるこ

とからこの土地に決めたようです。この土地が農用地区域外農地であることを確認しております。 

次に、一般基準です。 

申請地の北側は農道、東側は自宅、南側は山林、西側は山林にそれぞれ接しており、自宅の敷地

内であり周辺に耕作者はいないため、営農上の問題はありません。 

土地計画につきましては、申請地2227番1の512㎡を、1階床面積81・15㎡、約24．5坪の一般住

宅として、申請地2227番11を、進入路及び倉庫として利用する計画です。 

工事期間は、令和5年4月1日から令和5年9月30日までの約6ヶ月を予定しており、転用は確実と

見込まれます。 
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排水計画につきましては、雨水・宅内排水ともに東側に合併浄化槽を新設して東側の既存住宅

の排水路に接続予定であり、排水に関して各関係機関・関係者とは協議済みです。 

資金計画につきましては、費用全額を自己資金で賄うようです。預貯金通帳の写しが添付され

ており資力について確認しております。 

以上のことから、立地基準及び一般基準ともに許可基準を満たしており、申請は許可相当と考

えられます。 

以上です。 

議長 只今、「議案第64号」「農地法第4条の申請について」事務局の説明及び地区担当委員による意

見がございましたが、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 

各委員 意見なしの声あり。 

議長 お諮りいたします。「議案第64号」「農地法第4条の申請について」農地法第4条第3項により、

許可相当として意見を県知事へ進達することにご異議ございませんか。 

各委員 異議なしの声あり。 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第64号」「農地法第4条の申請について」は、許可相当

として意見を県知事へ進達します。 

議長 次に、「議案第65号」「農地法第5条の申請について」を議題といたします。1番について事務

局の説明を求めます。 

事務局 議案書7ページをお開きください。 

「議案第65号」「農地法第5条の申請について」農地法第5条第1項により、下記のとおり許可申

請があったので、県知事に進達するため意見を求める。 

番号1番、申請人、土地所有者、杵築野辺区、宇都宮公典、無職、68歳。転用者、大阪府、小切

匡史、無職、68歳。申請の土地、大字守江字寺山、地番616番1、地目、田、地積393㎡、合計1筆

の393㎡。申請内容、一般住宅として。申請理由、定年退職を機に、親戚が近くに住む申請地に住

宅を建築し移住したい。こちらは第2種農地です。 

以上です。 

議長 1番について、村井新平農地委員より説明願います。 

村井委員 これも2月17日午後に岩﨑委員と事務局職員2名と行政書士で現地を見ました。田ですけど、こ

こは、住宅地の近くで何も問題ないと思います。 

議長 1番について、岩﨑光宏農業委員よりご意見があればお願いします。 

岩﨑委員 村井委員が申した通りでございます。ご審議よろしくお願いします。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

事務局 転用者の小切匡史さんは大阪で病院を経営していましたが、退職を機に親戚が近くに住む申請

地に移住する計画です。 

まず、立地基準です。 

申請地は、農業に対する公共投資の対象となっていない生産性の低い農地であることから第2

種農地と判断されます。第2種農地は農地以外の土地や第3種農地が近くにないか、申請地でない

と目的を達成できない場合のみ許可出来ます。 
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そのため、代替地の検討も行いましたが、親戚が近くにいること、十分な面積が確保できるこ

とからこの土地に決めたようです。この土地が農用地区域外農地であることを確認しておりま

す。 

次に、一般基準です。 

申請地の北側は田、東側は田、南側は市道、西側は市道にそれぞれ接しており、一般住宅への

転用に際し、隣地土地所有者からの承諾書が添付されています。 

新築計画につきましては、申請地1筆393㎡に、1階床面積85・91㎡、約26坪の一般住宅を計画

しています。 

工事期間は、令和5年4月1日から令和5年9月30日までの約6ヶ月を予定しており、転用は確実

と見込まれます。 

排水計画につきましては、雨水・宅内排水ともに西側の市道側溝へ接続予定であり、排水に関

して各関係機関・関係者とは協議済みです。 

資金計画につきましては、費用全額を自己資金で賄うようです。預貯金通帳の写しが添付され

ており資力について確認しております。 

以上のことから、立地基準及び一般基準ともに許可基準を満たしており、申請は許可相当と考

えられます。 

以上です。 

議長 次に、2番について事務局の説明を求めます。 

事務局 番号2番、申請人、土地所有者、大分市、豊田朝海、会社員、74歳、転用者、山香福林区、吉岡

康二、自営業、75歳。申請の土地、大字野原字二文字、地番3576番2、地目、畑、地積141㎡、ほ

か1筆、合計2筆の263㎡。申請内容、資材置場用地・駐車場用地。申請理由、近隣で工務店を営

んでいるが、資材置場及び駐車場が不足しているため、申請地を資材置場及び駐車場として利用

したい。こちらは第1種農地です。 

以上です。 

議長 2番について、小野弘文農地委員より説明願います。 

小野委員 今回の土地所有者は豊田さんですが、転用の届け出ということで吉岡さんから申上がってきた

案件です。地図の5ページをご覧ください。山香庁舎から農業公園インターへ向かう県道42号線に

あります。速見の農免道路左に向かって橋があり、信号から300m右手にあります。吉岡さんの家

の前であるので、豊田さんから買っていただけないかという申し出がございました。家の方につ

いては自分で改装して、資材置き場にして、その両脇の畑は小さいので、併せて資材置き場にさ

せていただければということです。よろしくご審議お願いします。 

議長 2番について、伊東孝吉農業委員よりご意見があればお願いします。 

伊東委員 今小野委員が申した通り、吉岡さんは工務店をやっているということと、自宅のすぐ前で管理

棟も十分できるということであります。よろしくご審議お願いいたします。 

議長 許可基準について事務局より説明願います。 

事務局 転用者の吉岡康二さんは申請地近隣で工務店を営んでいます。現在利用している資材置場及び

駐車場が不足しているため、申請地を資材置場及び駐車場として利用する計画です。 

まず、立地基準です。申請地は、概ね10ha以上規模の一段の農地の区域内にある農地であるこ
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とから第1種農地と判断されます。第1種農地は原則転用許可することができませんが、例外的に

許可することができます。 

申請地は、日常生活上必要な施設を集落に接続して設置しますので、例外の集落接続に該当し、

転用許可ができる農地になります。この土地が農用地区域外農地であることを確認しております。 

次に、一般基準です。申請地の北側は公衆用道路を挟んで田、東側は市道、南側は宅地、西側は

公衆用道路を挟んで田にそれぞれ接しており、砂利敷の駐車場を設置する計画ですが、土地の大

きな形質変更もなく周辺農地への日照・通風に影響はないため、営農上の問題はありません。 

土地利用計画につきましては、申請地2筆263㎡に、駐車場5台分及び木材置場を設置して利用す

る計画です。 

工事期間は、令和5年4月15日から令和5年5月15日までの約1ヶ月を予定しており、転用は確実

と見込まれます。 

排水計画につきましては、東側の市道側溝へ接続予定であり、排水に関して各関係機関・関係

者とは協議済みです。 

資金計画につきましては、自己資金で賄うようです。預貯金通帳の写しが添付されており資力

について確認しております。 

以上のことから、立地基準及び一般基準ともに許可基準を満たしており、申請は許可相当と考

えられます。 

以上です。 

議長 只今、「議案第65号」「農地法第5条の申請について」事務局の説明及び地区担当委員による意

見がございましたが、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 

各委員 意見なしの声あり。 

岩﨑委員 農業委員がこんな事訊いていいかわからんのですけど、1番の土地代についてお聞きします。 

事務局 議案65号農地法第5条1番の宇都宮さんから小切さんへ一般住宅を建てるということで農地を買

われるということで、今回土地代自体については650万と伺っております。農地として市内の地域

によっては金額の上下はありますが反当10～30万の間で売買されることが多いのかな。それに対

して今回650万と高額ではありますが、そもそも家を建てる目的で農地を取得されるということで

すので宅地並みの金額でお互いに話がまとまったようですので問題ないと思われます。 

以上です。 

議長 ほかに意見はございませんか。なければこれにて討論を終結いたします。 

議長 お諮りいたします。「議案第65号」「農地法第5条の申請について」は、農地法第5条第3項によ

り、許可相当として意見を県知事へ進達することにご異議ございませんか。 

各委員 異議なしの声あり。 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第65号」「農地法第5条の申請について」は、許可相当

として意見を県知事へ進達します。 

議長 次に、「議案第66号」「非農地証明願いについて」を議題といたします。1番について、事務局

の説明を求めます。 

事務局 議案書8ページをお開きください。「議案第66号」「非農地証明願いについて」農地に該当しな

い旨の証明願いが下記の者より提出されたので、証明書を発行してよいか意見を求める。 
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番号1番、申請者、杵築宗近区、清末アイ子、申請の土地、大字南杵築字長畑、地番2006番3、

地目、田、地積287㎡、合計1筆の287㎡です。 

申請地の状況は宅地で、転用又は耕作放棄された理由は、昭和33年に申請者の父が住宅を建築

してしまったとのことです。 

以上です。 

議長 1番について、加藤隆義農地委員より説明願います。 

加藤委員 2月20日、藤松農業委員と私と事務局職員2名の計4名で現地確認に行ってきました。宗近中学校

から杵築駅方面に宗近中学校信号機から50m先の場所です。65年前に申請者のお父さんが建築し

たということで、現状のまま住んでいるということです。 

議長 1番について、藤松美潮農業委員よりご意見があればお願いします。 

藤松委員 只今加藤さんが言った通りです。審議よろしくお願いいたします。 

議長 証明書発行基準について事務局より説明願います。 

事務局 現地を2月20日に、加藤隆義農地委員、藤松美潮農業委員と確認しました。 

申請者は、昭和56年に父からの相続により申請地を取得しています。昭和33年に申請者の父が

住宅を建設してしまったとのことで、土地所有者からの始末書が提出されています。 

申請の経緯ですが、土地の整理を行っている際に農地であることに気が付いたため、今回の非

農地申請となりました。 

申請地の現況は、証明書発行基準第2の5に該当します。またこの土地が農用地区域外であるこ

とを確認しています。 

今後、農業的利用を図るための整備が計画されている土地ではないと判断できるため、非農地

証明の発行が可能な土地であると考えられます。 

今後の予定についてですが、地目変更の後に今後も宅地として利用する予定とのことです。以

上です。 

議長 次に、2番について事務局の説明を求めます。 

事務局 番号2番、申請者、杵築鴨川区、豊田晴夫、申請の土地、大字鴨川字鴨川、地番963番、地目、

田、地積657㎡、合計1筆の657㎡です。 

申請地の状況は原野で、転用又は耕作放棄された理由は、令和3年に父からの相続により土地を

取得したが、取得時点で雑草木が生い茂っており、管理が困難なため耕作を断念したとのことで

す。 

以上です。 

議長 2番について、渡邊幸雄農地委員より説明願います。 

渡邊委員 2月の17日に小春委員と私と事務局職員2名で現地確認を行いました。図面の9・10ページをご

覧ください。963番は草やら竹やら生えており耕作ができない状態であるから、非農地としての申

請でございます。 

議長 2番について、小春修農業委員よりご意見があればお願いします。 

小春委員 渡邊農地委員が言ったとおりでございます。ご審議またよろしくお願いします。 

議長 証明書発行基準について事務局より説明願います。 
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事務局 現地を2月17日に、渡邊幸雄農地委員、小春修農業委員と確認しました。 

申請者は、令和3年に父からの相続により申請地を取得しています。 

申請の経緯ですが、相続で土地の整理を行っている際に農地であることに気が付いたため、今

回の非農地申請となりました。 

申請地の現況は、証明書発行基準第2の4に該当します。またこの土地が農用地区域外であるこ

とを確認しています。 

今後、農業的利用を図るための整備が計画されている土地ではないと判断できるため、非農地

証明の発行が可能な土地であると考えられます。 

今後の予定についてですが、地目変更の後に現状のまま原野として管理する予定とのことです。

以上です。 

議長 次に、3番について事務局の説明を求めます。 

事務局 番号3番、申請者、杵築野辺区、岡本七郎、申請の土地、大字狩宿字迫田、地番2057番2、地目、

畑、地積772㎡、合計1筆の772㎡です。 

申請地の状況は山林で、転用又は耕作放棄された理由は、昭和50年までみかんを栽培していた

が、生育が悪く収量も少なかったため耕作を断念した。現在は雑草木が生い茂っており、土地の

一部を令和2年に近隣で太陽光発電施設を設置した際の進入路として造成しているとのことです。 

以上です。 

議長 3番について、長友富男農地委員より説明願います。 

長友委員 2月の17日に岩﨑委員と私と事務局2名で現地確認をいたしました。現地は国道213号線の狩宿

バス停から美濃崎漁港の方に6・700mくらい行ったところにあります。漁面道路と隣接地でござ

います。奥は数年前から漁面道路沿いに山林化されています。太陽光の進入路として埋め立てた

ということでございます。ご審議よろしくお願いします。 

議長 3番について、岩﨑光宏農業委員よりご意見があればお願いします。 

岩﨑委員 長友委員が報告あった通り、現在進入路で使っているということです。ご審議よろしくお願い

します。 

議長 証明書発行基準について事務局より説明願います。 

事務局 現地を2月17日に、長友富男農地委員、岩﨑光宏農業委員と確認しました。 

申請者は、昭和44年に売買により申請地を取得しています。令和2年に近隣に太陽光を設置した

業者から進入路がないとの相談を受けて、土地の一部を進入路として造成してしまったとのこと

で、土地所有者からの始末書が提出されています。 

申請の経緯ですが、太陽光を設置した業者との売買の話がまとまったため、地目変更のため今

回の非農地申請となりました。 

申請地の現況は、証明書発行基準第2の4及び2の5に該当します。またこの土地が農用地区域外

であることを確認しています。 

今後、農業的利用を図るための整備が計画されている土地ではないと判断できるため、非農地

証明の発行が可能な土地であると考えられます。 

今後の予定についてですが、地目変更の後に売却予定とのことです。 

以上です。 
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議長 次に、4番について事務局の説明を求めます。 

事務局 議案書9ページをお開きください。番号4番、申請者、広島県持分1/3、柏木敦子ほか2名、申請の

土地、大字守江字天村、地番511番、地目、田、地積1,173㎡、合計1筆の1,173㎡です。 

申請地の状況は山林で、転用又は耕作放棄された理由は、平成29年に贈与により申請地を取得

したが、相続時点で雑草木が生い茂っており、耕作を断念したとのことです。 

以上です。 

議長 4番について、村井新平農地委員より説明願います。 

村井委員 2月17日午後に岩﨑農業委員と事務局職員2名とで現地確認に行きました。現地は、デンケン近

くの土地で、昨年6月と10月に、申請した土地の続きでありまして、今回新たに土地が見つかった

ということで、併せて利用したいということです。問題ないと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

議長 4番について、岩﨑光宏農業委員よりご意見があればお願いします。 

岩﨑委員 村井委員のおっしゃった通りです。ご審議よろしくお願いいたします。 

議長 証明書発行基準について事務局より説明願います。 

事務局 現地を2月17日に、村井新平農地委員、岩﨑光宏農業委員と確認しました。申請者は、平成29年

に母からの相続により申請地を取得しています。 

申請の経緯ですが、令和4年度第4回総会の際に、近隣の土地の非農地証明を行いましたが、こ

の土地の申請が漏れていたため、今回の非農地申請となりました。 

申請地の現況は、証明書発行基準第2の4に該当します。またこの土地が農用地区域外であるこ

とを確認しています。 

今後、農業的利用を図るための整備が計画されている土地ではないと判断できるため、非農地

証明の発行が可能な土地であると考えられます。 

今後の予定についてですが、地目変更の後に大分市に住む叔父に譲渡して、現状のまま山林と

して管理する予定とのことです。 

以上です。 

議長 次に、5番について事務局の説明を求めます。 

事務局 番号5番、申請者、杵築守江区、細田徹、申請の土地、大字守江字池ノ頭、地番2227番12、地目、

畑、地積1,664㎡、合計1筆の1,664㎡です。 

申請地の状況は山林で、転用又は耕作放棄された理由は、昭和63年までみかんを栽培していた

が、生育が悪く収量も少なかったため耕作を断念した。現在は雑草木が生い茂っているとのこと

です。 

以上です。 

議長 5番について、村井新平農地委員より説明願います。 

村井委員  先ほど4条1項のところで申請のあった続きです。今すでに荒れております農地として使ってい

ない土地を雑種地として使いたいということでございます。ご審議よろしくお願いします。 

議長 5番について、岩﨑光宏農業委員よりご意見があればお願いします。 

岩﨑委員 村井委員のおっしゃった通りです。ご審議よろしくお願いいたします。 
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議長 証明書発行基準について事務局より説明願います。 

事務局 現地を2月17日に、村井新平農地委員、岩﨑光宏農業委員と確認しました。 

申請者は、昭和56年に父からの相続により申請地を取得しています。 

申請の経緯ですが、先ほど議案第64号でご審議いただきました4条案件と併せて農振除外を行

い、地目変更を行うために今回の非農地申請となりました。 

申請地の現況は、証明書発行基準第2の4に該当します。またこの土地が農用地区域外であるこ

とを確認しています。 

今後、農業的利用を図るための整備が計画されている土地ではないと判断できるため、非農地

証明の発行が可能な土地であると考えられます。 

今後の予定についてですが、地目変更の後に現状のまま山林として管理する予定とのことです。

以上です。 

議長 次に、6番について事務局の説明を求めます。 

事務局 番号6番、申請者、福岡県、横田良子、申請の土地、大字倉成字田井、地番3074番4、地目、田、

地積45㎡、合計1筆の45㎡です。 

申請地の状況は宅地で、転用又は耕作放棄された理由は、昭和47年に申請者の父が申請地横の

土地に住宅を建築する際に、宅地の一部として造成してしまったとのことです。 

以上です。 

議長 6番について、松田司農地委員より説明願います。 

松田委員 2月22日午後、本林農業委員と事務局職員2名で申請地の確認をしました。現地につきましては、

資料の17ページ18ページにあります。Aコープ山香の先にローソンがありますが、そこを右に入

りますと申請地があります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 6番について、本林正農業委員よりご意見があればお願いします。 

本林委員 只今松田委員の説明の通りです。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 証明書発行基準について事務局より説明願います。 

事務局 現地を2月22日に、松田司農地委員、本林正農業委員と確認しました。 

申請者は、平成5年に父からの相続により申請地を取得しています。昭和47年に申請者の父が住

宅を建設する際に一緒に造成してしまったとのことで、土地所有者からの始末書が提出されてい

ます。 

申請の経緯ですが、土地の整理を行っている際に農地であることに気が付いたため、今回の非

農地申請となりました。 

申請地の現況は、証明書発行基準第2の5に該当します。またこの土地が農用地区域外であるこ

とを確認しています。 

今後、農業的利用を図るための整備が計画されている土地ではないと判断できるため、非農地

証明の発行が可能な土地であると考えられます。 

今後の予定についてですが、地目変更の後に宅地と併せて空き家バンクに登録し売却予定との

ことです。 

以上です。 
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議長 次に、7番について事務局の説明を求めます。 

事務局 議案書10ページをお開きください。 

番号7番、申請者、日出町、岩尾 幸、申請の土地、大字野原字峰、地番301番3、地目、畑、地

積33㎡、合計1筆の33㎡です。 

申請地の状況は宅地で、転用又は耕作放棄された理由は、長らく自宅横の家庭菜園として利用

してきたが、草刈等の管理が行き届かなくなったため耕作を断念し、平成10年に申請者の父がコ

ンクリートで舗装してしまったとのことです。 

以上です。 

議長 7番について、小野弘文農地委員より説明願います。 

小野委員 2月22日に伊東農業委員と事務局職員2名の計4名で現地確認を行いました。先ほどの県道49号

と農業文化公園からみると右になります。ひょろ長い部分が宅地であります。地図をごらんくだ

さい。面積が小さいので畑に戻すのも難しいということです。 

議長 7番について、伊東孝吉農業委員よりご意見があればお願いします。 

伊東委員 現況宅地内ということと、33㎡という小さな土地で問題ないと思います。ご審議よろしくお願

いします。 

議長 証明書発行基準について事務局より説明願います。 

事務局 現地を2月22日に、小野弘文農地委員、伊東考吉農業委員と確認しました。 

申請者は、平成17年に父からの相続により申請地を取得しています。平成10年に申請者の父が

管理困難なため宅地の一部として造成してしまったとのことで、土地所有者からの始末書が提出

されています。 

申請の経緯ですが、空き家と併せて売却する目途が立ったため、土地の整理のために今回の非

農地申請となりました。 

申請地の現況は、証明書発行基準第2の5に該当します。またこの土地が農用地区域外であるこ

とを確認しています。 

今後、農業的利用を図るための整備が計画されている土地ではないと判断できるため、非農地

証明の発行が可能な土地であると考えられます。 

今後の予定についてですが、地目変更の後に売却予定とのことです。 

以上です。 

議長 次に、8番について事務局の説明を求めます。 

事務局 番号8番、申請者、山香下日指区、吉岩正一、申請の土地、大字日指字桑原、地番1328番2、地

目、畑、地積38㎡、ほか2筆、合計3筆の1,616㎡です。 

申請地の状況は原野及び宅地で、転用又は耕作放棄された理由は、平成30年に相続により土地

を取得しましたが、1328番2については昭和35年まで牛の飼料置場として、4787番23については

平成10年まで資材置場として、4768番については昭和63年から自宅横の駐車場として利用してい

るとのことです。 

以上です。 

議長 8番について、阿部正俊農地委員より説明願います。 
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阿部（正）

委員 

2月20日、石川委員と私と事務局職員2名と申請者の5人で現地確認をいたしました。申請地の

1328番2につきましては山香庁舎から速見インター方面へ行った県道沿いの右上。資料21ページ

から22ページをお開きください。面積が非常に小さく荒廃しており、農地としてはちょっと利用

できない感じです。4787番23につきましては、山香庁舎から農免道路方面。現状竹が生はえてお

りまして、農地としての利用は難しい。4768番については自宅横の土地で、当時は水稲の苗づく

り、2階は駐車場としているため、コンクリーをはっております。 

議長 8番について、石川文男農業委員よりご意見があればお願いします。 

石川委員 只今阿部委員が説明した通りでございます。よろしくお願いします。 

議長 証明書発行基準について事務局より説明願います。 

事務局 現地を2月20日に、阿部正俊農地委員、石川文男農業委員と確認しました。 

申請者は、平成30年に父からの相続により申請地を取得しています。1328番2については昭和

35年まで牛の飼料置場として、4787番23については平成10年まで資材置場として利用していまし

たが現在は原野の状態です。4768番については昭和63年に申請者の父が自宅横の駐車場として造

成してしまったとのことで、土地所有者からの始末書が提出されています。 

申請の経緯ですが、先ほどご審議いただきました議案第63号番号9番の案件に名義を変え地目変

更を行いたいため、今回の非農地申請となりました。 

申請地の現況は、証明書発行基準第2の4及び2の5に該当します。またこの土地が農用地区域外

であることを確認しています。 

今後、農業的利用を図るための整備が計画されている土地ではないと判断できるため、非農地

証明の発行が可能な土地であると考えられます。 

今後の予定についてですが、地目変更の後に娘さんへ名義変更を行い、今後も現状のまま管理

する予定とのことです。 

以上です。 

議長 只今、「議案第66号」「非農地証明願いについて」、事務局の説明及び地区担当委員による意

見がございましたが、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 

各委員 意見なしの声あり。 

議長 なければこれにて討論を終結いたします。 

議長 お諮りいたします。「議案第66号」「非農地証明願いについて」は、農地に該当しないため、非

農地証明書を発行することに、ご異議ございませんか。 

各委員 異議なしの声あり。 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第66号」「非農地証明願いについて」は、非農地証明書

を発行することに決します。 

議長 次に、「議案第67号」「農地法施行規則第17条第2項を適用する区域の指定について」を議題と

いたします。1番について事務局の説明を求めます。 

事務局 11ページをごらんください。 

「議案第67号」「農地法施行規則第17条第2項を適用する区域の指定について」。 

農地法施行規則第17条第2項を適用する区域の指定について、平成28年8月30日付の杵築市農業

委員会告示第22号に基づき、下記の農地について区域指定をしてよいか意見を求めます。 



20 

 

番号1番、申請者、日出町、岩尾廣幸。申請の土地になります、大字野原字台、地番423番2、地

目、田、地積152㎡、ほか3筆、合計4筆の1,337㎡です。 

杵築市空き家バンク登録番号374番。宅地地番、杵築市山香町大字野原字峰301番1。宅地面積は

684.86㎡です。 

以上です。 

議長 1番について、小野弘文農地委員より説明願います。 

小野委員 先ほど議案66号7番で説明させていただいた岩尾さんの案件でございます。資料の27・28ページ

にありますけど、星印を山の手へ行ったところです。現況は田なっておりますが畔がなくもう1枚

の田になっている感じです。 

議長 1番について、伊東孝吉農業委員よりご意見があればお願いします。 

伊東委員 小野委員が答えたとおりであります。よろしくお願いします。 

議長 指定理由について、事務局より説明願います。 

事務局 空き家に附随した農地の区域指定については、今回が23回目の案件となります。 

申請地は、申請者が相続により取得した土地になりますが、空き家と農地の管理が難しいため、

空き家と合わせて農地を売却するとのことで、今回の申請となりました。 

空き家の場所は、図面の3条位置図28ページです。規則第17条第2項を適用する区域の星印で囲

んでいる場所となります。 

また、農地の場所は、空き家近隣にあり、新規就農に際し、充分耕作可能な面積であることか

ら、管理に関しては問題ないと思われます。 

なお、購入予定者は、市内在住の方と聞いております。 

今後の流れとしては、総会許可後、区域指定の公告をした後に、3条申請が提出される予定とな

ります。 

以上です。 

議長 只今、「議案第67号」「農地法施行規則第17条第2項を適用する区域の指定について」、事務局

の説明がございましたが、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 

各委員 意見なしの声あり。 

議長 なければこれにて討論を終結いたします。 

議長 お諮りいたします。「議案第67号」「農地法施行規則第17条第2項を適用する区域の指定につい

て」、ご異議ございませんか。 

各委員 異議なしの声あり。 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第67号」「農地法施行規則第17条第2項を適用する区域

の指定について」は、申請の農地を区域指定することに決します。 

議長 次に、「議案第68号」「農業委員会の法令遵守の申し合わせ決議（案）について」を議題といた

します。事務局の説明を求めます。 

事務局 「議案第68号」「農業委員会の法令遵守の申し合わせ決議（案）」について私たち農業委員、

農地利用最適化推進委員は、農業者の公的な代表機関である農業委員会組織の一員として、法令

に則り適正に農地制度を運用し、農地利用の最適化を実現する責務を負っている。特に、農地制
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度に基づく許認可に係る事務については、個人情報に接することも多く、公平・公正な運用はも

ちろんのこと、個人情報保護も徹底しなければならない。 

私たち農業委員、農地利用最適化推進委員は、高い倫理観を持ち、法令遵守を徹底するため、下

記事項についてここに申し合わせ、決議する。 

1、農業委員会が担っている職務と責任を改めて自覚し、法令に則り適正に農地制度を運用する

こと。特に、農業委員会法第31条の議事参与の制限、同第33条の議事録の公表を適切に実施して、

農業委員会の議事の公正さを確保すること。 

2．農業委員、農地利用最適化推進委員としての高い倫理観を維持し、法令遵守を徹底するため

の研修等を実施すること。令和5年3月8日杵築市農業委員会 

議長 只今、「議案第68号」「農業委員会の法令遵守の申し合わせ決議（案）」について、事務局から

説明がありましたが、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 

各委員 意見なしの声あり。 

議長 なければこれにて討論を終結いたします。 

議長 お諮りいたします。「議案第68号」「農業委員会の法令遵守の申し合わせ決議（案）」について

は、これを採択することにご異議ございませんか。採択される方は拍手をお願いします。 

各委員 拍手多数 

議長 拍手多数でありますので、「議案第68号」「農業委員会の法令遵守の申し合わせ決議（案）」に

ついては、採択することに決します。 

議長 次に、「議案第69号」「農用地利用集積計画（案）の決定について」を議題といたします。番号

3番から番号8番については、農業委員会に関する法律第31条「議事参与の制限」に抵触しますの

で江藤由之助委員には退出していただきたいと思います。 

 ＜ 江藤由之助委員 退出＞ 

議長 それでは事務局の説明を求めます。 

事務局 議案書13ページをご覧ください。 

「議案第69号」「農用地利用集積計画（案）の決定について」農用地利用集積計画（案）の審議

依頼があったので、農業経営基盤強化促進法第18条第1項の規定により、これを決定することにつ

いて意見を求めます。 

ア、利用権の設定です。 

番号3番、申請人、貸人、山香津山区、小形誠、借人、杵築野田区、農事組合法人野田環境保全

協会、申請の土地、大字日野字野福、地番1710番1、地目、畑、地積600㎡、ほか3筆、合計4筆の

4,067㎡です。設定期間は、10年新規で、借人の経営面積はありません。 

以後、同じ借受人の場合は、借人の氏名、設定期間及び経営面積は省略をさせていただきます。 

番号4番、申請人、貸人、杵築野田区、小形雅彦、申請の土地、大字日野字野福、地番1712番、

地目、畑、地積2,369㎡、ほか6筆、合計7筆の16,512㎡です。 

番号5番、申請人、貸人、杵築野田区、東伸一、申請の土地、大字日野字天田、地番1844番2、

地目、畑、地積1,903㎡、ほか4筆、合計5筆の6,145㎡です。 

番号6番、申請人、貸人、杵築野田区、堀内清美、申請の土地、大字日野字下台、地番2620番1、

地目、畑、地積650㎡、ほか2筆、合計3筆の1,518㎡です。 
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番号7番、申請人、貸人、杵築野田区、小野祐輔、申請の土地、大字日野字下台、地番2620番8、

地目、畑、地積1,432㎡、ほか1筆、合計2筆の2,434㎡です。 

番号8番、申請人、貸人、杵築野田区、八坂嘉一郎、申請の土地、大字日野字西久保、地番2598

番1、地目、畑、地積1,700㎡、ほか1筆、合計2筆の2,180㎡です。 

補足となりますが、申請の農地は、現在、基盤整備をしており、杵築のナフコの向かいにありま

す。譲受人と地元の農事組合法人との間で、賃借の話がまとまったため今回申請となりました。  

耕作作物は、ユズの栽培をするとのことです。 

以上です。 

議長 只今、「議案第69号」「農用地利用集積計画（案）の決定について」の番号3番から番号8番に

ついて事務局より説明がございましたが、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 

各委員 意見なしの声あり。 

議長 なければこれにて討論を終結いたします。 

議長 お諮りいたします。「議案第69号」「農用地利用集積計画(案)の決定について」の番号3番から

番号8番については、農業経営基盤強化促進法第18条第1項により、これを決定することにご異議

ございませんか。 

各委員 異議なしの声あり。 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第69号」「農用地利用集積計画(案)の決定について」の

番号3番から番号8番については、これを承認することに決します。 

それでは、「議事参与の制限」が解かれた江藤由之助委員に、事務局より議事への参加を要請し

て下さい。 

 ＜ 江藤由之助委員 入室＞ 

議長 次に、「議案第69号」「農用地利用集積計画（案）の決定について」の番号13番から15番と、

「議案第70号」「農用地利用配分計画(案)に対する意見についての「株式会社URUSHIMA企画」

分」は、農業委員会に関する法律第31条「議事参与の制限」に抵触しますので、宇留嶋雄蔵委員

には退出していただきたいと思います。 

 ＜ 宇留嶋委員 退出＞ 

議長 それでは事務局の説明を求めます。 

事務局 16ページです。議案第69号、番号13番からです。 

番号13番、申請人、貸人、大分市、福田正美、借人、大分市、大分県農業農村振興公社、申請の

土地、大字永松字二月田、地番876番、地目、田、地積1,327㎡、ほか3筆、合計4筆の6,183㎡です。 

番号14番、申請人、貸人、大田石丸区、田邉公一、申請の土地、大字沓掛字大坪、地番2338番

1、地目、田、地積840㎡、ほか1筆、合計2筆の1,032㎡です。 

番号15番、申請人、貸人、大田筌口区、中山田秀俊、申請の土地、大字波多方字丸田、地番4533

番、地目、田、地積2,163㎡、合計1筆の2,163㎡です。 

補足となりますが、番号13番から番号15番は、中間管理機構である公社への貸し付けとなりま

す。 

配分先については、株式会社URUSHIMA企画が借り受け予定となっております。詳細は、次の

議案第70号での審議事項となりますので、説明は省略をします。 
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以上です。 

議長 只今、「議案第69号」「農用地利用集積計画（案）の決定について」の番号13番から15番につ

いて事務局より説明がございましたが、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 

各委員 意見なしの声あり。 

議長 なければこれにて討論を終結いたします。 

議長 お諮りいたします。「議案第69号」「農用地利用集積計画(案)の決定について」の番号13番から

15番については、農業経営基盤強化促進法第18条第1項により、これを決定することにご異議ござ

いませんか。 

各委員 異議なしの声あり。 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第69号」「農用地利用集積計画(案)の決定について」の

番号13番から15番については、これを承認することに決します。 

議長 次に、「議案第70号」「農用地利用配分計画(案)に対する意見についての「株式会社URUSHIMA

企画」分を議題とします。事務局の説明を求めます。 

事務局 議案書18ページをご覧下さい。 

「議案第70号」「農用地利用配分計画（案）に対する意見について」、農地中間管理事業の推

進に関する法律第19条第3項の規定により、農用地利用配分計画（案）に対する意見を求めます。 

番号1番、申請人、貸付人、大分市、大分県農業農村振興公社。借受人、大田永松区、株式会社 

URUSHIMA企画、対象農地は、杵築市大田永松4筆6,183㎡、大田沓掛2筆1,032㎡、大田波多方 

1筆2,163㎡です。 

詳細は、貸付調書の21ページから23ページです。 

株式会社URUSHIMA企画の借り受け地は、先ほどの集積計画の番号13番から番号15番までの

土地となります。利用権の種類は、いずれも使用貸借権で、耕作作物は水稲となります。 

以上です。 

議長 只今、「議案第70号」「農用地利用配分計画(案)に対する意見についての「株式会社URUSHIMA

企画」分」を事務局より説明がございましたが、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 

各委員 意見なしの声あり。 

議長 なければこれにて討論を終結いたします。 

議長 お諮りいたします。「議案第70号」「農用地利用配分計画(案)に対する意見についての「株式会

社URUSHIMA企画」分」は、農地中間管理事業の推進に関する法律第19条第3項により、これに

ついては意見なしとすることにご異議ございませんか。 

各委員 異議なしの声あり。 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第70号」「農用地利用配分計画(案)に対する意見につい

ての株式会社URUSHIMA企画分は、意見なしとして報告します。 

それでは、議事参与の制限が解かれた宇留嶋雄蔵委員に、事務局より議事への参加を要請して

下さい。 

 ＜ 宇留嶋委員 入室＞ 
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議長 次に、「議案第69号」「農用地利用集積計画（案）の決定について」の番号1番と2番及び9番か

ら12番を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

事務局 13ぺージです。議案第69号、番号1番からです。 

番号1番、申請人、貸人、杵築守末区、矢野公生、借人、杵築北浜区、宗哲哉、申請の土地、大

字宮司字守末台、地番733番、地目、畑、地積238㎡、ほか2筆、合計3筆の1,110㎡です。設定期間

は、1年新規で、借人の経営面積は、畑72.6a、計72.6aです。 

番号2番、申請人、貸人、杵築野田区、東伸一、借人、杵築野田区、太城雄次、申請の土地、大

字日野字野福、地番1725番1、地目、畑、地積803㎡、ほか1筆、合計2筆の3,958㎡です。設定期間

は、10年新規で、借人の経営面積は、畑386.9a、計386.9aです。 

続いて15ページです。 

番号9番、申請人、貸人、杵築奈多区、池田智子、借人、国東市、大村哲弥、申請の土地、大字

奈多字伊予の原、地番3454番、地目、畑、地積3,213㎡、合計1筆の3,213㎡です。設定期間は、10

年新規で、借人の経営面積は、田43.5a、畑129.2a、計172.7aです。 

番号10番、申請人、貸人、杵築奈多区、大村誠、申請の土地、大字奈多字志口、地番3503番8、

地目、畑、地積1,288㎡、合計1筆の1,288㎡です。 

番号11番、申請人、貸人、杵築鴨川区、（故）樋口照子相続人百木寿美子、借人、大分市、大分

県農業農村振興公社、申請の土地、大字鴨川字原、地番210番17、地目、田、地積1,205㎡、合計

1筆の1,205㎡です。設定期間は、10年新規で、借人の経営面積は、公社のためありません。 

番号12番、申請人、貸人、山香広寿苑、豊田孝子、申請の土地、大字山浦字長田、地番4893番、

地目、田、地積2,366㎡、ほか1筆、合計2筆の3,657㎡です。 

今回、大分県農業農村振興公社に対する貸し付けは、合計10筆14,240㎡となります。 

また農用地利用集積計画（案）の総数につきましては、貸し手農家数14戸、借り手農家数5戸。 

利用権の設定面積56,665㎡となります。 

なお、補足になりますが、番号1番から番号2番、番号9番から番号10番までの土地につきまして

は、相対での利用権設定となります。貸人と、借人との間で、新規に利用権の設定をするとのこと

で話がまとまったとのことです。 

耕作予定作物は、番号1番については、カンショ、番号2番は、ユズ等の柑橘、番号9番、10番に

ついては、果樹及び野菜とのことです。 

続いて、番号11番から番号12番は、中間管理機構である公社への貸付けとなります。 

配分先につきましては、18ページの利用配分計画（案）に記載しております。貸付先は、番号

11番の土地は、農事組合法人 鴨ちゃん農園、番号12番の土地は、地元の農家である阿部信秀さ

んとなっております。詳細は、次の議案第70号での審議事項となりますので、説明は省略をしま

す。 

以上です。 

議長 只今、「議案第69号」「農用地利用集積計画（案）の決定について」の1番と2番及び9番から12

番について事務局より説明がございましたが、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 

各委員 意見なしの声あり。 

議長 なければこれにて討論を終結いたします。 

議長 お諮りいたします。「議案第69号」「農用地利用集積計画（案）の決定について」の1番と2番
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及び9番から12番については、農業経営基盤強化促進法第18条第1項により、これを決定すること

にご異議ございませんか。 

各委員 異議なしの声あり。 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第69号」「農用地利用集積計画（案）の決定について」

の1番と2番及び9番から12番については、これを承認することに決します。 

議長 次に、「議案第70号」「農用地利用配分計画(案)に対する意見についての農事組合法人鴨ちゃん

農園分、阿部信秀分を議題とします。事務局の説明を求めます。 

事務局 議案書18ページです。「議案第70号」「農用地利用配分計画(案)に対する意見について」農地中

間管理事業の推進に関する法律第19条第3項の規定により、農用地利用配分計画（案）に対する意

見を求める。 

番号1番、申請人、貸付人、大分市、大分県農業農村振興公社。借受人、杵築鴨川区、対象農地

は、杵築市大字鴨川1筆1,205㎡です。  

続いて、借受人、山香山浦東部区、阿部信秀、対象農地は、杵築市山香町大字吉野渡1筆、山香

町大字山浦1筆の計3,657㎡です。 

詳細は、19ページ以降の貸付調書をご覧ください。 

農事組合法人鴨ちゃん農園の借り受け地は、先ほどの集積計画の番号11番の土地となります。

利用権の種類は、使用貸借権で、耕作作物は水稲となります。 

続いて20ページです。 

阿部信秀さんの借り受け地は、先ほどの集積計画の番号12番の土地となります。利用権の種類

は、使用貸借権で、耕作作物は水稲となります。 

以上です。 

議長 只今、「議案第70号」「農用地利用配分計画(案)に対する意見についての農事組合法人鴨ちゃん

農園分、阿部信秀分を事務局より説明がございましたが、各委員のご意見・ご質疑はございませ

んか。 

各委員 意見なしの声あり。 

議長 なければこれにて討論を終結いたします。 

議長 お諮りいたします。「議案第70号」「農用地利用配分計画(案)に対する意見についての農事組合

法人鴨ちゃん農園分、阿部信秀分は、農地中間管理事業の推進に関する法律第19条第3項により、

これについては意見なしとすることにご異議ございませんか。 

各委員 異議なしの声あり。 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第70号」「農用地利用配分計画(案)に対する意見につい

ての農事組合法人鴨ちゃん農園分、阿部信秀分は、意見なしとして報告します。 

議長 次に、「議案第71号」「令和5年度最適化活動の目標について」を議題といたします。事務局の

説明を求めます。 

事務局 「議案第71号」「令和5年度最適化活動の目標について」を説明する。 

議長 只今、「議案第71号」「令和5年度最適化活動の目標について」事務局より説明がございました

が、各委員のご意見・ご質疑はございませんか。 
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各委員 意見なしの声あり。 

議長 なければこれにて討論を終結いたします。 

議長 お諮りいたします。「議案第71号」「令和5年度最適化活動の目標について」は、これを承認す

ることにご異議ございませんか。 

各委員 異議なしの声あり。 

議長 ご異議なしと認めます。よって、「議案第71号」「令和5年度最適化活動の目標について」はこ

れを承認することに決します。 

議長 これで、本日提案されました議案の審議はすべて終了しましたが、「報告第8号」がありますの

で、事務局より報告願います。 

事務局 議案書25ページをご覧ください。 

「報告第8号」「農地法第18条第6項の規定による賃借権並びに使用貸借権の解約受理について

（合意解約）」について報告します。 

番号1番、申請人、貸人、杵築野田区、堀内清美、借人、杵築野田区、江藤由之助、申請の土地、

大字日野字下台、地番2620番1、地目、田、地積650㎡、ほか1筆、合計2筆の745㎡です。理由は

貸人の都合です。 

番号2番、申請人、貸人、杵築野辺区、岡本七郎、借人、杵築野辺区、岡本生美、申請の土地、

大字守江字神原、地番1002番2、地目、畑、地積1,586㎡、ほか8筆、合計9筆の21,251㎡です。理

由は貸人の都合です。 

番号3番、申請人、貸人、大田南俣水区、田邉政美、借人、杵築東大内山区、田邉卓、申請の土

地、大字俣水字京塚、地番3855番1、地目、田、地積1,673㎡です。理由は貸人の都合です。 

以上です。 

議長 これで、本日提案されました議案の審議はすべて終了しました。 

以上をもちまして、令和4年度第12回杵築市農業委員会総会を閉会します 

 （  11時42分：終了  ）   


